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あの霧雨博士はいつも無理難題を言いつけてくる。月曜に山奥にいる少女を捕まえてこいといえば、火曜日には海に落ちたはずのアノマリーを探せという。水曜には珈琲ミルクを使った捕獲作戦を立案してきた。木曜には、アメリカに飛んでいったオブジェクトの始末書を書けと言った。（勿論、私はこの始末書には何も関係していない。ただ霧雨博士がめんどくさがっただけだ）

あいつはいつもめちゃくちゃだが、不思議と財団では邪険にもされないし、何よりそのめちゃくちゃで効果が出るのだから始末に負えない。好き勝手する有能程扱いに困るものもないだろう。

そんなあいつのドライブに付き合わされている私は、世界一付き合いが良い人間と言える。



おい、ルーミア。さっきから人の話を聞いてないな。と左から喚く声が聞こえる。あぁ、もちろん聞いてないとも。カーナビを見る。今日は金曜日。財団に素敵な金曜は存在しない。

それでサンジィがさ、私の小粋なジョークはなっちゃいねぇって言うんだよ。まだトリィのほうが骨のあるものを言える、凡骨のお前に考え付かないもの山ほど…ってさ。あいつは一度絞める必要があると思わねぇか？

そうだな。私はそのトリィやらサンジィやらは知らないが。

おっとすまん。こいつもジョークってやつでさ、サンジィには首がねぇんだ。あいつは骨…



ふと霧雨博士が押し黙る。珍しいことじゃない。どうせ次のセリフは月に行けだとか、アノマリーが逃げ出したと通信が入ったから確保を手伝えだとか、そういうめちゃくちゃなことで、私はそれに付き合わされるのだ。



ルーミア。一つ頼まれちゃくれねぇか。

なんだ。霧雨博士。

オフぐらい博士呼びはやめてくれねぇか。なに。簡単なことだ。



50、40、30、20、10、0。私は車を止めて、奴を見る。あぁ？簡単なことだと？

奴はそのムカつくほど小綺麗な金髪を靡かせて答える。高速に入ってくれ。お前、明日から2連休だろ？ちなみに私は今日も含めて4連休だ。



お前に頼みたいのはとあるアノマリーだ。

アノマリー？そういうのは私じゃなくてお前の管轄だろう。そもそも単なる収容要員の私に頼むことじゃない。

いや、お前にしか頼めないことなんだ。

いつもそれを言う。で？何をしろと？

Anomalousの151、なんだか知ってるか？

知らねぇよ。



車が高速に入る。特に行先を決めてない私は、とりあえず偉大な東京に戻ることにした。首都高へと車は滑る。



Anomalous151。スマートフォンだ。ポケモンGOというアプリが収まっている。

で？私は偉くまじめなことに聞き返す。

これはそのゲームの発売した当日に見つかった。全部のポケモンが見つかった状態でな。どう思う？

ハッキングしただけだろ。

いや、こいつは臭う。調べてくれ。

具体的には？

場所は東京でいいだろう。どこでもいいからポケモンGOで遊んできてくれ。あ、なぜかアップデートはできない。あぁ、こいつは消せねぇ。

いつものことだ。充電は？

切れない。

御素晴らしいことで。いつやればいいんだ？



今からだ。



そうしてスマートフォンを私に差し出してきたそいつをぶん殴ってやろうかと思った。今運転中なのわかってんのか。きっとこれも勝手に持ち出したものだし、その始末書も私が書くのだろう。







2017/8/██/土曜日。クソみたいに暑い夏だ。



あいつはいつもめちゃくちゃなことを私に言いつけてくるが、実のところ一番ヤバイ案件は言うことがめちゃくちゃじゃないときだ。

これは、そんな案件なのかもしれない。

霧雨博士を信用していないわけではないが、人間として好きかというと首をひねる。

『神主』の案件かもしれない。だがあいつらはポケモンGOなんかに手を出すか？これは単なるいつものめちゃくちゃで、それだけでしかないのだ。と自分に言い聞かせた。



お台場埠頭。ここにメリープというポケモンが出現すると聞いた私は、貴重な土日休みの片方をあのバカに潰されてゲームをしている。

お嬢ちゃん、アイスはいかが？と声をかけてくるぶしつけなおっさんからバニラを手に入れた私は、ベンチに座ってボケッとAnomolousを見た。

1匹出現しているそれをタッチする。コイルと表示されている。先ほど覚えたやり方通り、スマートに捕獲する。

ポケモンを捕獲しました。と表示されたそれを横眼で見つつ、額の汗を拭う。

今日は日差しの差すいい天気だ。つまりは、決して外に出るべき日じゃない。



しばしの休憩を経た私は再度歩き始める。遠くにフジテレビの球体が見える。今日もきっとくだらない何かを放映しようとしているのだろう。ピコンと出現音がする。コイル。飽きもしないでよくもまぁ。世間はこんなもんがおもしろいのか。

日陰を求めて曲がる。ピコン。コイル。いい加減こいつの顔にも飽きた。

コイル。コイル。コイル。さすがに嫌になる。

次に見つけたのはピカチュウだ。さすがにこいつは知っている。

まさか本当は実在するとは世間様は思わねぇだろうな、と私は小声でつぶやいた。



16時。

さすがにもう十分だろう。あの後も結局7割をコイルが占めるゲームを続けていたのだ。

奴も休みだったことを思い出した私は、霧雨博士に連絡をする。12コールも掛けてあいつは出た。

今どこだ？

お台場だ。

そうか、今すぐ向かおう。

今すぐ？

2分もしないうちに昨日私の運転した車がお出ましになる。中から出てきた霧雨博士は、やけに疲れきっていた。もしかしたら財団の技術でテレポートとか、そういった上級クリアランス様しか使えないことをしたのかもしれない。

こんな近くにいるとはな、ルーミア。

博士様はお暇そうで何よりですね。

乗ってくれ。運転は頼んだ。



おい、霧雨博士。今日は何をしてた？

敵の本拠地に向かってた。

ゲームだな？

さすが収容スペシャリストのルーミア様だ。

運転中でも構わない、悪を栄えさせてなるものかと拳を握る。そうそう、と奴が切り出す。



どうだった、ポケモンGOは。

どうもクソも、コイルってのをアホ程捕まえて、それで終わりさ。

…そうか。

またも押し黙る博士を無視して、高速に向かう。

何処に行くんだ？あんたの家か？サイトか？

サイトで頼む。私は少し寝るぞ。







サイトに着いたあいつは、わたしからAnomolousを受け取ると、それをいじり始めた。

で？私のこれに意味はあったのか？

奴はにやりと笑って答える。セキリュティクリアランス4だ。

悔しいことに、そして何より幸運なことに私は3までしか所持していない。

悪いな。と奴は悪びれもせずに言う。そういえば、なんでルーミアはあそこに行ったんだ？と問われる。

意図などない。ただ、メリープが出現すると聞いたからだ。…あいにく1匹もいなかったがな。

…そうか、ならいいんだ。素敵な休日を。ルーミア。私は明日も同じ所に行かないといけないんだ。



ご苦労なことで、と声をかけて部屋を出ようとした。途中に、前までなかった絵画を見つけた。

魔法使いみたいな、つまりバカみたいな恰好をした少女だ。顔は見えないが、箒に乗って、空を飛んで…つまるところ、よくいる魔法使いだ。

おい、こんなの前から飾ってたか？問う私に、博士は笑って答える。今日、買ったんだ。素敵だろう？

あんたらしい悪趣味だな、と適当に返して部屋を出る。



お前に幸運がありますように、ルーミア。

あんたもな、霧雨理沙博士。



霧雨理沙博士の部屋に飾ってあった絵画。私はそれに、今日お台場で見たコイルを、あるいは別のものを見た気がした。







Anomalous番号151

概要:アプリが開始した当日にすべてのポケモンが捕まえられた状態で発見された「ポケモンGO」アプリの入ったスマートフォン。このアプリ上で、No.150以降のポケモンは出現しない。アプリのアップデート状況は、前述の出現しないポケモンと、伝説ポケモンと指定されている「ファイヤー、サンダー、フリーザー、ミュウツー」の取得されている実情とは明らかに矛盾している。プレイヤー名は「ProfOak」である。

回収日: 2016/7/22

回収場所: [セキリュティクリアランス4に指定]

現状:霧雨博士が所持。

これはハッキングとかで作られたものじゃ断じてねぇ。これは、「鍵」…いや、どちらかと言うと「本」なのかもな。-霧雨理沙博士



最後まで読んだか？N博士？なら、次だ。







元ネタ：まだまだ続きます。一応判定的にはtaleかな…でも、これもSCP-000-NCの謎を解く重要な文書です。
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